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力腐食割れ CS CC) 特性を，主として材料面から研究し，その結果をもとに耐応力腐食割れ性に優れ
た母材ならびに溶接材料を開発提案したもので， 7 章からなっている。




第 3 章では，インコネノレ182系及び、82系溶接金属の SCC感受性を熱処理並びにヒート聞のばらつき
の観点から検討し，新しく導入した安定化パラメータ Nによって材料の SCC特性を特徴づけることが
できることを明らかにしている。
第 4 章では， Cr, Mo, Nb, Cなどの合金成分の調整によるインコネル溶接金属の耐SCC性改善
の効果を検討し，高N値化によって溶接金属の耐SCC性を向上し得ることを明らかにしているO
第 5 章では，インコネノレ600の SCC感受性のヒート間のばらつきを明らかにし， また溶接熱影響部
での耐SCC性の劣化の原因を明らかにしているO




















素に関する実験式(安定化パラメータ N) を提案し， Nを用いてよく整理し得ることを示しているO
(3) 安定化パラメータ Nを高くするよう合金設計することにより，耐scc性に優れた母材及び溶接材
料の試作に成功している。
更に開発材料の耐scc性の裕度を確率過程論と速度論に基づいて検討し，目標とする優れた性能
を有していることを明らかにしている。
以上のように本論文は，原子力用インコネル並びにその溶接金属の耐応力腐食割れ性に関して多くの
新しい知見を与えており，工業上ならびに溶接工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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